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白ネズミ肝臓脂肪 量測定時 の
鹸化法とソックスレ一法の比較
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The Comparison between Saponifica.tion and Ether Extract 
Methods for the Determination of Fat in Liver of Ra.ts 
By KUNIKO MIYAGAWA， KUNIKO NAGAO AND KIKU MURATA 
白ネズミの肝臓脂肪量測定に Vande Kamerら1)の鹸化法による脂肪測定法を採用し，その値を
ソックスレ一法による値と比較したところ， 596混合蛋白質飼料，8;:ぢカゼイン飼料及び市販ラッ
テ周囲型飼料(蛋白質 2596)での飼育白 ネズミ肝臓脂肪量については大差がみられず，鹸化法で充
分測定出来ることを認めたので報告する。
実 験 方
?
1.鹸化法 Van de Kamerら1)の糞便中の脂肪測定に準じて行なった。原著は鹸化を 1000C
20分行なっているが，私共は検討の結果， 370C 1晩 (18-20時間)放置で行なった。
1.試薬 a) 9696エタノーJレ(0.4;ぢアミルアルコー ルを含む，但し 370C 放置の場合は不要)
b) 96;ぢ中性エタ ノー ノレ (チモールフザルー で中性とする)
c) 33タ~ KOH 
d) 25;ぢHCl(比重 1.13)
e)石油エーテノレ， B. P. 60-80oC 或は 40-600C
f) O.lN NaOH 
g) 2;ぢチモールフツレー (5096エタノー ノレ溶液)
2.操作 200mL三角フラスコに肝臓のまさい物或はメ スで切りたたいた物5gをと り，3396 KOH 
10ml及び 96% エタ ノール 40ml加える。(肝臓まさい物を入れる時，そのままでは三角フラスコの
口に附着しやすいので硫酸紙の小片を用いて秤量後，これに包んで入れるとよい。)ついで原著では
冷却管をつけて20分間沸騰させるが，私生t・は肝臓ま さい物に KOHとエタノ ール溶液を入れ，ガラ
ス俸にて均一によくかきまぜた後密栓し 370C恒温槽lζ 18-20時開放置する。(肝臓ま さい物が
細かく均一になりにくい時には始めの 2-3時聞に何度か撹持するとよい。)翌日冷却後 2596HCl 
17ml加え， r氷水にて充分冷却し石油エーテル 50mlを加え強振 1分，鹸化脂肪酸を石油エーテ ノレ
屈に移行させ， 屈の分離をまって石油エ ーテ ル陪 25mLをビーカーにとり，温浴上にてその石油エ
ーテルを蒸発乾固させ，中性 9696エタノールを入れてとかし，チモールフールーを指示薬とし 0.1
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N NaOHで滴定し黄色が変り始める点を終点とする。
3.計算 原著lと従い脂肪酸の平均分子量を 284と考え次の様に計算する。
AXO.1X ~~ X 1. 04 XO.284x 1~0 =5. 907ーι一脂肪酸gj25 ・ Q _  -_. Q一 /肝臓 100g
A は O.lNNaOH滴定量，Qは試料肝臓量，1. 04は石油エーテル抽出時の補正 factor.
1I.ソックスレー法 肝臓5gにその約3倍量の無水芭硝を加えてよく まさい後，円筒滅紙に入れ
ソックスレー抽出器にかけ 2.5-3時間エーテJレ抽出を行ない残査の秤量により粗脂肪量を算出す
る。
][.肝臓試料調料i 5必混合蛋白質飼料主);' 596混合蛋包質のE内わ砂は米蛋白質 32%，大
麦 ・小麦蛋白質 189ぢ，魚蛋白質 3296，卵 ・肉・乳蛋白質8%，豆 ・野菜蛋白質 10% である。
飼料 2 8 9ぢ カゼイン飼料 ; カゼイン 8 %，脂肪 10%，塩混合 4 ~ち および煎糖，ビタミン類を
配合したもの。
飼料 3 固型飼料 ;市販のオリエンタルラッテ飼料，蛋白質 259ぢのもの。
以上の飼料で3-4週間飼育した白ネズミの肝臓2匹分を充分まさいして均一化し，ソックスレ一
法と験化法の試料としてそれぞれ5g前後を秤量し脂肪量を各々測定した。
実 験 結 果
工 飼料として 596混合蛋白質で飼育した白ネズミ肝の脂肪量を鹸化法とソックスレー法で測定
した結果は第1表Aの様で，11試料の平均値は鹸化法で 4.509ぢ，ソックス レ一法では 4.6996で，
個々の肝臓についてそれぞれ鹸化法値を1とするとソックス レー 値は 0.83-1.40であり，平均する
とソックスレ一法がやや高い傾向をしめす程度で著るしい相異は見られなかった。
1I 8%カゼイン飼料飼育の
白ネズミの肝脂肪を両測定で求
めた結果は第1表BIζ示すよう
で， 9試料の平均値について各
鹸化法を1とした場合のソック
スレー 値は 1.05であり，殊』ζ
No. 3， No.4のメチオニン
0.396添加ネズミのように脂肪
肝発生を認めた肝臓の脂肪含量
も両方法による値には著るしい
相異は見られなかった。
E 市販のラッテ周囲型飼料
で飼育した白ネズミ肝臓脂肪量
は第1表Cのようで，鹸化法』ζ
第 1表 ソックスレー 法及骨量化法による肝脂肪測定値
A)混合蛋白質 (5%)飼料で飼育の白ネズミ肝の場合
肝 No 臓 | ソックスレ~ 鍛 化 法 ソックスレー 法語化法
1 4.92 5.28 0.93 
2 5.19 6.26 0.83 
3 4.68 4.75 0.93 
4 5.38 5.68 0.95 
5 4.20 3.00 1. 40 
6 4.47 4.00 1.12 
7 5.12 4.52 1.13 
8 5.30 5.38 0.99 
9 5.38 4.46 1.20 
10 3.62 3.20 1.13 
11 3.38 3.02 1.12 
平均 4.69 4.50 1.07士0.16*
脅標準偏差
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B) 8 ~彰 カゼイン飼料で飼育の白ネズミ肝の場合 対するソックスレ一法の値が
肝 M 臓 |ソックスレ一法 |鹸 化 法|ソックスレー 法 1. 22となりややソックスレ一法No. 1" ， ，. . '~ I - 'u .- I 鹸化法
1 6.16 6.03 1.02 
2 4.25 4.51 0.94 
3 9.24特持 9.15場特 1.01 
4 12.36報発 12.40骨骨 1.00 
5 5.26 5.27 1.00 
6 6.04 6.02 1.00 
7 7.40 5.89 1.25 
8 6.88 5.73 1.20 
9 8.45 6.57 1.22 
平均 7.29 6.84 1.05土0.11*
努事票単偏差
州 Methionine0.3% 添加飼料による飼育ネズミの肝脂肪
C)市販の Rat用国型飼料で飼育の白ネズミ肝の場1合
肝 No臓|ソックスレー法 |鍛 化 法|ソッzr法
1 3.54 3.48 1.02 
2 3.13 2.43 1.29 
3 3.37 2.37 1.42 
4 3.44 2.54 1.35 
5 2.96 2.37 1. 25 
6 2.62 2.ω 1. 01 
平均 3.18 2.63 1.22土0.17*
値が高値の傾向をしめした。
考察
5% 混合蛋白質飼料，8% 
カゼイン飼料及び国型飼料(蛋
白質 25~ぢ) などで飼育した白
ネズミの肝脂肪量は鹸化法とソ
ックスレ一法において大差がみ
とめられなかった。即ち本実験
に用いた3種の飼料で養なった
白ネズミ肝臓脂肪においては，
エーテJレ可溶の不敏化物，例え
ばステローJレ類その他が肝臓に
殆んど蓄積されないようであ
るoそこでζの様な肝臓試料で
脂肪肝発生の有無程度を多数の
肝臓について検定するには数多
伶標準偏差 くの試料を短時間で処理し得る
鹸化法が簡便であり，一応信頼しうる値を求め得ることを認めた。然し特定の新しい飼料で袈なった
ネズミの肝脂肪測定にあたっては前もって両法で予備テストする方が安全であろう。
要 約
白ネズミ肝臓脂肪量の測定にあたり，肝臓まさい物を2分して Vande Kamerらの鍛化法と，ゾ
ックスレ一法の両方によって脂肪量を求め比較したと乙ろ，59ぢ混合蛋白質飼料，8 ~ぢカゼイン飼
料及び市販ラッテ周囲型飼料(蛋白質 259め で養なった白ネズミ肝臓においては両測定値には大差
がみとめられなかった。従って上記3種の飼料で3--4週間飼育の白ネズミ肝臓脂肪測定には鹸化法
で簡単に多数を処理し得ることを認めた。
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Summary 
Comparison between saponification method and ether extract method (Soxhlet) 
was made for the analysis of fat in liver of rats fed different diets. Each sample of 
liver， of rats fed a mixed diet containing 596 protein (consisting with rice， wheat， 
fish etc.)， casein (896) diet， and a dog food (25% protein)， was homogenized indivi-
dual ly and divided into two parts for the analysis of fat in the livers by two kinds 
of the above methods. 
Average values in each group of liver fat of rats obtained by ether extract 
method and saponification method were not significantly different. 
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